
 

 
 

  
2020 年の夏は猛暑となり、9 月以降も残暑が厳しかった中で、全国の小学校では新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）の感染拡大の影響で、夏休み期間が短縮され、夏の最も暑い期間に窓を開けて換気をしながら

熱中症を予防することが求められました。 
 

そんな中 LIXIL は、夏の教室内温熱環境を改善するため、富士市立岩松北

小学校・富士市とともに、外付日よけ「スタイルシェード」を使った共同検

証実験『 ☆Ｆ😊😊ｒ４ ｙ😊😊ｕ☆ プロジェクト 』（読み方：フォー・ユー・

プロジェクト）を、2020 年 7 月より実施しました。『 ☆Ｆ😊😊ｒ４ ｙ😊😊ｕ

☆ プロジェクト 』は、小学生が「このプロジェクトが全国の小学生のため

になれば」という想いを込めて、4 つの“you”「友＝友達」「勇＝“やってみ

よう”の勇気」「優＝優しさ」「結＝3 つの you でみんなをつなぐ」という意

味で名づけました。 
 
本プロジェクトでは、岩松北小学校の教室に外付日よけ「スタイルシェード」を設置し、設置前後の教室内

の温度を小学生が測定するなどして、その効果を測ったほか、エアコンを使いながら教室内の温度差を少なく

し熱中症を予防する窓の開閉方法についても検証しました。 
 
また、今回の取り組みにより、岩松北小学校は、熱中症予防声かけプロジェクト事務局が実施する「ひと涼

みアワード 2020」における官民連携部門で最優秀賞を受賞しました。 
 
■LIXIL×富士市立岩松北小学校×富士市『 ☆Ｆ😊😊ｒ４ ｙ😊😊ｕ☆ プロジェクト 』の結果について 
 
 １．「スタイルシェード」の設置と窓の開閉方法の工夫により、暑さ指数（WBGT）※1の警戒ラインで 

ある25℃～28℃の状況を、25℃未満の注意ラインに近づけることができた  
 ２．コロナ禍でエアコンを使いながら教室内の温度差を少なくし換気できる窓の開閉方法として、スタ

イルシェードを使用して吸気を上部から取り込み下部から排気することで、室内の温度差が少なく
なることがわかった  

 ３．スタイルシェードとエアコンを併用することで、教室内で「快適に過ごせる」と94%の小学生が 
感じた  

実証実験対象：富士市立岩松北小学校 4 年 1 組・2 組・3 組教室 
実施期間  ：測定期間 2020 年 7 月～9 月 
調査方法  ：①４年生が教室の窓側、中央、廊下側の温度、暑さ指数（WBGT）を１日3回測定（自動計測機も併用） 
         ②ベランダ、エアコン吹き出し口の温度、暑さ指数（WBGT）、エアコンの消費電力を自動計測機で記録 
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コロナ禍における夏の教室内温熱環境を改善する共同検証実験 
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外付日よけ「スタイルシェード」により教室内温熱環境が改善 
エアコンを使いながら教室内温度差を極力抑えて換気するには窓の開閉方法の工夫が必要 
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※1：「暑さ指数（WBGT）」とは 
 熱中症を引き起こす原因は「気温」だけではありません。｢暑さ指数｣ は、湿度や輻射熱も含めて数値化された、いわば“熱中症を予防するため

の数値”です。 暑さ指数 28℃以上になると、熱中症のリスクが高まります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．「スタイルシェード」の設置と窓の開閉方法の工夫により、暑さ指数（WBGT）※1の警戒ラインであ

る25℃～28℃の状況を、25℃未満の注意ラインに近づけることができた 
   スタイルシェードを使用し窓の開

閉方法を工夫することで、暑さ指

数（WBGT）の警戒ラインである

25℃～28℃の状況を、25℃未満の

注意ラインに近い 25.2℃まで抑え

ることができました。また、窓側周

辺の気温上昇を抑え、室内温度差

が少ない環境に改善することが

できました。一方で、カーテンの

みを使用した場合、窓とカーテン

の間に熱がこもってしまうこと

で、窓側の気温が高くなり、室内

温度差が最も大きい傾向となり

ました。 
 
 
 
 
２．コロナ禍でエアコンを使いながら教室内の温度差を少なくし換気できる窓の開閉方法として、スタイ

ルシェードを使用して吸気を上部から取り込み下部から排気することで、室内の温度差が少なくな
ることがわかった  

 従来、換気方法として吸気を下から取り入れ排気を上へ逃がす窓の開け方が一般的でしたが、小学校では

コロナ禍で窓際いっぱいまで席を寄せていることもあり、吸気を下から取り入れると窓側の席がとても暑

いことがわかりました。様々な開け方を検証した結果、吸気を上から取り入れ排気を下へ逃がすことで、

教室内の温度差が少なくなり、窓側の席の温熱環境が改善されることがわかりました。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

■教室内温度サーモグラフィ画像 

■暑さ指数 測定結果 
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３．スタイルシェードとエアコンを併用することで、教室内で「快適に過ごせ
る」と94%の小学生が感じた 
  今回のプロジェクトは、富士市立岩松北小学校から LIXIL へ夏の教室内温熱環

境を改善するための啓発相談があったことに端を発しています。小学生が主体

的になって考え温度計測や窓の開け方を実施することで、スタイルシェードに

よる改善効果を感じ、アンケートでは 94％の小学生がスタイルシェード取付

前より「教室が快適になった」と回答しました。 
 
 
ワンポイント 
 今回、外付日よけ「スタイルシェード」の設置と換気する窓の開け方により、教室内の温熱環境が改善する

ことが確認できました。また、エアコンを使いながら教室内温度差を極力抑えて換気をする方法が、従来一

般的な窓の開け方とは逆で、「窓の外で日射を遮り、吸気を上から取り入れ、排気を下から逃がす」というこ

とがわかりました。 
今後、コロナ禍における冬の教室の過ごし方においても、夏と同様にエアコンを使いながら効率的に換気を

する方法について検討する必要があります。 
 
 
 


	ＬＩＸＩＬ×富士市立岩松北小学校×富士市
	コロナ禍における夏の教室内温熱環境を改善する共同検証実験
	『☆Ｆ😊ｒ４ ｙ😊ｕ☆ プロジェクト 』結果公表
	外付日よけ「スタイルシェード」により教室内温熱環境が改善

